
 

 

 

私が民生児童委員になりたての頃、ある一人暮らしのお母さんと出会いました。最初見

たときは赤ずきんのおばあさんに似た風貌をしており、白髪頭で鼻が少し高くて、着てい

る服も長めのワンピースでした。『話しかけて大丈夫かな？』と、不安がよぎりました。  

勇気を出して、『こんにちはお母さん、民生委員の関です。これからお世話になります。

よろしくお願いします。』と話しかけました。  

『はぁ、どちらさんですか？』と言われ、不安になりましたが、『冗談よ』と空気を和

ませてくれ、『さぁ、あがって』と優しい言葉をかけてくれました。  

それから約 1 年、13 歳差ではありますが、親しみを込めて『かあちゃん』と呼び、  

ヤクルトを持って行ったり、ごみ出しのお手伝いをしています。  

かあちゃんは 86 歳になるけれど、晴れた日には庭で草むしりをして  

います。昔交通事故で足を悪くしておぼつかないところがありますが、  

まだまだ元気に歩いています。ときどきとぼけて、『元気ですか？』と  

言うと、『（天国に）お迎えに来たの？』と、冗談を言ってきます。  

いつまでも元気でいてね、がんばれ、かあちゃん！  

緑ヶ丘区民生・児童委員  関  誠治  

小諸市民生・児童委員協議会だより  第 30 号  令和 6 年 3 月 22 日  
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よ り そ っ て 
『愛の手で  みんなで支える  住みよい地域』  

小諸市民生・児童委員協議会  広報部会  
 

 
つながる私とあなた 

～第４回～ がんばれ、かあちゃん     【東南部地区】  

交
流
会
は
楽
し
い
で
す
！ 

 

谷
地
原
地
区
で
は
配
偶
者
の
い
な
い
高
齢
者
を
お

招
き
し
て
食
事
会
と
お
茶
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
回
で
き
る
だ
け
地
域
の
方
の
得
意
技
な
ど
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
皆
で
楽
し
め
る
よ
う
企
画
を
考

え
、
５
月
の
食
事
会
で
は
区
住
民
の
草
笛
奏
者
の
演

奏
と
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
草
笛
の
優
し
い
音

色
に
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

７
月
に
は
ハ
ー
プ
演
奏
の
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る 

13
名
の
方
た
ち
の
演
奏
を
楽
し 

み
ま
し
た
。
聞
き
な
じ
み
の
あ 

る
懐
か
し
い
曲
は
一
緒
に
口
ず 

さ
み
な
が
ら
身
体
は
自
然
と
調 

子
を
と
っ
て
動
き
出
し
ま
す
。 

９
月
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ 

ル
ー
プ
に
よ
る
飛
び
出
す
人
形 

劇
と
落
語
で
笑
い
の
渦
に
包
ま 

れ
ま
し
た
。 

皆
が
交
流
し
楽
し
い
時
間
を 

持
つ
こ
と
は
「
死
ぬ
ま
で
元
気
」 

で
過
ご
す
こ
と
だ
と
実
感
し
て 

い
ま
す
。 

谷
地
原
区
民
生
・
児
童
委
員 

 

杜
下
け
さ
子
、
杉
田
旗
江 

  



 

広報部会の自問は続く      広報部会長  清水  立夫  

「民生委員はヤクルトを配る人」という、笑えない冗談を聞いたことがある。民生児童

委員の改選時には「ともかく民生委員は大変だから・・・」という理由で断られ続ける。 

これらの事は、果たして民生児童委員の活動が、市民の皆さんに正しく理解されている

のかという疑問に突き当たる。民生児童委員の役割や活動が、どれだけ伝わっているの

か？もっと有効な表現や伝え方はないのか？  

そしてこれは、きっと多くの民生児童委員が抱く悩みであり、広報部会最大の課題もこ

こにある。「地域福祉の推進役」なんていう大仰なことではなく、地道に日々の活動を続

けてゆくなかで、これらのことを自問しながら、今月も広報部会の会議に足を運ぶ。  

 

◇耳マークとは 

聞こえが不自由なことを表すと同

時に、聞こえない方・聞こえにくい方

への配慮を表すマークです。  

このマークを提示された場合は、相

手が「聞こえない・

聞こえにくい」こと

を理解し、コミュニ

ケーションの方法

などの配慮をお願

いします。  

民
生
・
児
童
委
員
に
な
っ
て
思
う
こ
と 

 

私
が
久
保
区
の
民
生
・
児
童
委
員
に
な

り
、
今
年
度
は
「
健
康
達
人
区
ら
ぶ
」
の

役
員
を
引
き
受
け
毎
月
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
一
番
か
ん
じ
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
と
っ
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ

と
で
す
。 

 

毎
月
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
運
動
・
ゲ
ー

ム
・
う
た
等
楽
し
く
お
こ
な
い
、
午
前
中

の
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま

す
。
終
わ
り
に
来
月
の
予
定
、
テ
ー
マ
な

ど
の
話
を
し
ま
す
。 

 

あ
る
女
性
の
か
た
は
、 

毎
回
こ
の
日
を
楽
し
み 

に
一
人
で
遠
く
か
ら
歩 

い
て
こ
ら
れ
ま
す
。
大 

変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

と
声
を
か
け
る
と
「
皆
さ
ん
と
会
え
る
の

で
気
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

一
人
一
人
が
元
気
で
い
る
こ
と
が
お

互
い
を
支
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
多
く
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
知
恵

を
い
た
だ
き
な
が
ら
支
え
に
な
っ
て
ゆ

き
ま
す
。 

久
保
区
民
生
・
児
童
委
員 

掛
川 

喜
久
雄 

 

昨年 11 月に、土屋多恵子さん、小林眞隆さん及

び土屋美枝子さんの３名の皆さんが、長野県民生

委員児童委員協議会連合会より永年勤続表彰を授

与されました。10 年間の委員活動お疲れ様でした。 

受彰者のお一人で、後平区民生・児童委員の土屋

美枝子さんにお気持ちを書いて頂きました。 

『私は民生児童委員として、３期やらせてい

ただき、１期休みましたが、再び４期目を務

めています。そんな中で、以前にお聞きした

ハチドリのひとしずくのお話を思い出しました。  

 森が火事になったとき他の生き物は我先に

逃げましたが、ハチドリだけは水をひとしず

くずつ運び、火の上に落としていきました。  

 そんなことしたって、どうにもならないと

言われたが、いま私に出来ることをしている

だけと続けました。小さな事でも誰かの喜び

や励ましになったらとの思いで続けていかれ

ればと思っています。』  

写
真
右
か
ら 

土
屋
美
枝
子
さ
ん
・
後
平
区 

小
林
眞
隆
さ
ん
・
三
岡
地
区 

土
屋
多
恵
子
さ
ん
・
東
部
地
区 受彰おめでとうございます。  


